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 新たな環境問題として、近年、世界中で関心を集めているマイクロプ

ラスチック（MP）について、群馬県における実態を把握するために、利

根川の 3 地点（上流・中流・下流）で夏季と冬季に調査を行った。その

結果、全ての調査において MP が検出され、群馬県内にも一定程度の MP
が存在することが確認された。また、上流から下流に向かうにつれて MP
数密度（1 ㎥あたりの MP の数）が増大する傾向があることや、夏季の

方が冬季よりも MP 数密度が高くなる傾向があることが確認された。 
キーワード：マイクロプラスチック microplastics，利根川 Tone River，
数密度 number density，季節変化 seasonal change，堰 weir 

 
1.はじめに 

近年、海洋プラスチックごみ問題が大きく取

り上げられる中で、特に 5 mm 未満の微細なプ

ラスチックを指すマイクロプラスチック（以下

「MP」という。）が世界中で関心を集めている。 
海洋ごみの概ね 60～80%はプラスチックであ

り（Derraik，2002）、それらの多くは陸上で発

生し、河川を経由して海洋に流出すると考えら

れる（Jambeck et al., 2015, Lebreton et al., 2017）。
その過程または海洋到達後に、プラスチックが

物理的な破壊や紫外線による劣化などで細分化

し、5 mm 未満の大きさになったものが MP（二

次 MP）である。一方で、プラスチックの成形

原料であるペレットや洗顔料に含まれるマイク

ロビーズのように、元々5 mm 未満の大きさで

製造されたものを一次 MP と呼ぶ。環境中に流

れ出た一次 MP も、河川を経由して最終的には

海洋へと運ばれると考えられる。 
また、海洋中の MP には、製造時に添加、あ

るいは海洋漂流中に吸着された化学物質が含ま

れている場合がある。海洋生物による MP の摂

食事例（Browne et al., 2008, Watts et al., 2014）
や、プラスチック由来の化学物質が生体内に移

行した事例（Tanaka et al., 2013）は既に報告さ

れていることから、食物連鎖を通じて化学物質

が濃縮されることで、将来的に人間を含む生態

系全体に影響を及ぼすことが懸念されている

（Nava et al., 2021）。 
群馬県においても、2019 年の「ぐんま 5 つの

ゼロ宣言」で「プラスチックごみゼロ」が掲げ

られ、2022 年には海岸漂着物処理推進法に基

づく群馬県海岸漂着物対策推進地域計画が策定

されるなど、MP を含むプラスチックごみの削

減に向けた動きが高まっている。これに関連し

て、今回、群馬県内の MP の実態把握を目的と

した、利根川の河川水中の MP に関する調査を

行ったので、その結果を報告する。 
 
2.方法 
2.1.調査地点及び調査時期 

調査地点は、利根川の上流・中流・下流区間

から 1 地点ずつ、計 3 地点を選定した（図 1）。 
上流区間の月夜野橋（利根郡みなかみ町）は、

JR 後閑駅の北西約 500 m にあり、周辺には住

宅や店舗が、上流には複数の温泉施設や宿泊施

設が存在している。中流区間の利根橋（前橋市）

は、群馬県庁舎の南側約 800 m、市街地の中心 
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部にある。下流区間の昭和橋（邑楽郡明和町）

は、埼玉県との県境にあり、周辺には農地や住

宅が多く、数 km 圏内には大規模な工場やショ

ッピングモールなどが見られる。利根橋～昭和

橋間では多くの都市河川が合流しており、また、

昭和橋の上流約 3.5 km のところには、利根川

の水を取水し、埼玉県や東京都へと供給するた

めの利根大堰が存在している。 
調査は、夏季（8～9 月）と冬季（12 月）に

それぞれ 1 回ずつ行った。なお、いずれの調査

日も、調査日前 5 日間程度はまとまった雨や雪

が降らなかった日を選定した。 
 

2.2.調査方法 
令和 3 年 6 月に環境省から公開された河川マ

イクロプラスチック調査ガイドライン（以下

「ガイドライン」という。）を参考に行った。 
 

2.2.1.試料採取 
試料の採取には、目開き 0.3 mm（300 µm）、

口径 30 cm、側長 75 cm のプランクトンネット

（㈱離合社）を用いた。開口部全体が浸水する

ようにネットを沈め、自然通水によって河川水

を一定時間ろ過し、その間にネットに捕集され

た固形物を試料とした。ろ水時間は、事前に計

測した流速をもとに、ろ水量が 13～14 ㎥程度

となるように地点ごとに設定した。各地点にお

けるろ水量を表 1 に示す。なお、最初に調査を

行った夏季の昭和橋のみ、10 ㎥となるように

ろ水時間を設定していたため、他の地点と比較

してろ水量が少ないが、結果を考察する上では

影響が生じない程度の差であると考えている。

また、いずれの地点でも水深が 50 cm 以上ある

場所を採取地点とし、月夜野橋では橋上からロ

ープでネットを吊り下げて、利根橋及び昭和橋

では河川内に直接立ち入って採取を行った。 
採取後、河川水を別にろ過して用意した洗い

水でネットを洗い、試料をネット下部に集めた

後、取り出し口から目開き 0.1 mm のナイロン

メッシュに取り出し、メッシュごとガラス瓶に

入れて持ち帰った。 
 

2.2.2.前処理 
採取した試料には植物片や土砂等の夾雑物が

含まれており、そのままでは MP の観察が困難

だったため、夾雑物を除去するための前処理を

行った。 
まず、植物片等の有機物を分解するために、

30%過酸化水素溶液による酸化処理を施した。

持ち帰った試料を 1 L のビーカーに移し、過酸

化水素溶液を加えて、55℃の恒温槽で 3 日間程

度静置した。反応を促進するために時々ビーカ

ーを振り混ぜるとともに、活性が低くなった場

合は適量の過酸化水素溶液を追加した。 
次に、土粒子等の無機物を除去するために、

5.3M ヨウ化ナトリウム溶液（比重 1.5）による

比重分離を施した。酸化処理後の試料を目開き

0.1 mm のナイロンメッシュでろ過し、別のビ

ーカーに移した後、ヨウ化ナトリウム溶液を加

えて分離装置（図 2）に移した。3 時間程度静

置した後、上層を回収して試料とした。なお、

下層も別に回収して目視で観察し、プラスチッ

ク様の粒子があればピンセットで取り出して上

層と合わせて試料とした。 

月夜野橋 

利根橋 

昭和橋 

図 1 調査地点 

表 1 採取概要 

調査地点 採取日 採取位置 ろ水量(㎥) 

月夜野橋 
2021/9/16 流心 13.2 

2021/12/23 流心 12.7 

利根橋 
2021/9/16 右岸 13.2 

2021/12/23 右岸 13.1 

昭和橋 
2021/8/26 左岸 8.9 

2021/12/27 左岸 12.7 
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2.2.3.MP 候補粒子の分取と同定 
前処理後の試料をシャーレに移し、実体顕微

鏡で観察しながらプラスチック様の粒子をピン

セットで別のシャーレに分取した。分取した

MP 候補粒子の画像データを PC に取り込み、

粒子の長径、形状、色を記録した後、フーリエ

変換赤外分光光度計（FT-IR、㈱島津製作所）

を用いて粒子の材質を同定した。 
 
3.結果と考察 
3.1.調査結果（長径別） 
 今回、調査を行った全ての地点で MP が検出

された。各地点で検出された MP を 1 mm 間隔

の長径別に分類した結果を図 3 に示す。元々検

出数が少なかった月夜野橋は別として、全体と

して長径が短いほど検出数が多くなる傾向が見

られた。しかし、1 mm 未満と 1～2 mm を比較

すると、利根橋ではほぼ同等、昭和橋では 1 
mm 未満の方が明らかに少ない結果となった。

この理由として、①目開き 0.3 mm のネットで

採取しているため、0.3 mm 未満の粒子がほと

んど捕集されないこと、②MP 候補粒子を分取

する際、1 mm 未満の微細な粒子を漏れなく分

取するのが非常に困難であること等が考えられ

る。ガイドラインにおいても、「目開き 0.3 mm
程度のネットによる採取方法を用いていること

から、1 mm 未満のマイクロプラスチックに関

する測定値等は参考値とする」とされているこ

とから、以降では、ガイドラインに従い、1 
mm 未満の測定値は参考値とし、考察には用い

ないこととする。 
 
3.2.調査結果（MP 数密度） 
各地点における MP 数密度（検出された MP 数

をろ水量で除した値）を図 4 に示す。調査全体で

は 0.1～1.8 個/㎥となり、調査条件が異なるため

単純に比較することはできないが、神奈川県

（0.064～8.9 個/㎥）や栃木県（0.08～1.54 個/㎥）

が行った調査と同程度の結果が得られた。 
図 4 から、夏季冬季ともに、上流から下流に向

かうにつれて MP 数密度が増加する傾向が見られ

た。この理由として、①風雨等により、河川敷を

含む陸上から MP が河川に直接流入したこと、②

河川を流れるプラごみ等が流下中に細分化され、

新たな MP が発生したこと、③利根川本川より

MP 数密度の高い支川が合流したこと等が考えら

れる。 
また、夏季と冬季の MP 数密度を比較すると、

全ての調査地点で夏季＞冬季となっており、工

藤ら（2018）の報告と同様に、MP 濃度の季節

変化が生じたことが示唆された。なお、利根川

の過去の水質調査の結果から、BOD 等の汚染

指標は河川水量の少ない冬季に高くなる傾向が

あるが、MP 数密度については夏季の方が高い

傾向を示した。今回の調査結果だけでは結論付

図 3 長径別の MP 数 
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図 4 各地点における MP 数密度 
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けることはできないが、夏季の台風や大雨によ

る河川敷等からの MP 流入量増加の方が、冬季

の河川水量の減少よりも MP 数密度に強く影響

を与えると考えられる。 
 
3.3.調査結果（種類別） 
利根橋及び昭和橋で検出された MP をプラスチ

ックの種類別に分類した結果を図 5 に示す。なお、

月夜野橋では、夏季冬季合わせて PE（ポリエチ

レン）、PP（ポリプロピレン）及び PS（ポリス

チレン）が 1 個ずつ検出されただけだったため、

図には載せていない。いずれの地点でも、PE、
PP、PS、PET（ポリエチレンテレフタレート）

など、日常でよく目にするプラスチックが大半を

占めていた。また、利根橋では夏季冬季ともに

PE が最も多く検出された一方で、昭和橋では PP
が最も多く検出された。この傾向は夏季と冬季で

同様に見られることから、利根橋～昭和橋の区間

で、大量の PP が継続的に利根川に負荷されてい

る可能性がある。 
 次に、利根橋及び昭和橋で検出された MP の詳

細な種類とその比重を表 2 に示す。利根橋では多

様な種類の MP が検出され、比重が 1 未満の MP
の割合は 7 割程度であった。一方で、昭和橋では

PE、PP、PET、EVA（エチレン酢酸ビニル）の 4
種類のみ検出され、比重が 1 未満の MP の割合は

9 割程度と、利根橋より高い値を示した。この理

由として、昭和橋の上流約 3.5 km にある利根大

堰が影響していることが考えられる。今回の調査

結果だけでは判断することはできないが、

Wicaksono ら（2020）が報告したとおり、堰の上

流側で MP が滞留し、比重の大きな MP が沈降し

た可能性がある。群馬県内の MP の正確な実態を

把握するためにも、今後、利根川の MP 調査を行

う際は、利根大堰の影響を受けない上流側での調

査を検討する必要がある。 
 
3.4.調査結果（形状別） 

各地点で検出された MP を形状別に分類した結

果を図 6 に示す。最も多く検出されたのは破片で

あり、続いて、繊維状、膜・シート状が多く見ら

れた。一方で、ビーズや円柱・球のように、一次

図 5 種類別の MP 数 
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MP の種類 
MP 数（個） 

比重 
利根橋 昭和橋 

PE 13 8 0.91～0.97 

PP 2 17 0.90～0.91 

PS 2 － 1.03～1.09 

PET 1 4 1.29～1.40 

ABS 樹脂 1 － 1.01～1.20 

塩化ビニル・酢酸ビニル
共重合体 

1 － 1.25～1.32 

メチルビニルエーテル・
無水マレイン酸共重合体 

1 － 不明 

PVC 1 － 1.16～1.58 

ナイロン 1 － 1.01～1.15 

EVA － 1 0.92～0.94 
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MP に多いと予想される形状のものについては、

今回の調査では確認されなかった。このことから、

本県における MP 排出抑制対策としては、廃棄物

適正処理の推進やプラスチック製品の使用量削減

といった、特に二次 MP を対象とした施策がより

有効であることが推察される。 
 
3.5.調査結果（色別） 

各地点で検出された MP を色別に分類した結果

を図 7 に示す。最も多く検出されたのは透明と黒

であり、次いで白が多かった。黒い粒子の形状は

破片と繊維状が半々であり、利根橋で多く見られ

た。透明の粒子には繊維状と膜・シート状が多く、

繊維状は昭和橋で、膜・シート状は利根橋で多く

見られた。白い粒子には破片以外に発泡のものが

多く、ほとんどが昭和橋で検出された。以上のよ

うに、明確な傾向とまでは言えないものの、形状

と色の組み合わせと調査地点との間に一定の関係

性が見られることから、継続調査によってデータ

を蓄積していくことで、排出源の特定に繋がる情

報が得られることが期待される。 

4.まとめ 
 利根川を流れる MP について調査を行った結果、

下流に向かうにつれて MP 数密度が増大する傾向

や、夏季の方が冬季よりも MP 数密度が高くなる

傾向が確認された。しかし、単年度の調査だけで

はこれらの傾向が確実なものであるかを判断する

ことは難しく、県内における MP の実態を明らか

にできたとまではいえない。したがって、今後も

調査を継続し、データを蓄積していく必要がある。 

 また、今回の調査によって、利根大堰の上流側

で比重の大きな MP が沈降し、昭和橋での調査結

果がその影響を受けた可能性があることが確認さ

れた。よって、次回の調査では、利根大堰の上流

側で新たな調査地点を選定するとともに、昭和橋

での調査も併行して実施し、その影響を確認する

こととする。 
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